
■令和元年 8月 2日 

工事説明会で出されたご質問への回答とご意見の概要 

 

 質問・意見 回答 

１ 児童相談所は子どもを助けること

ができるのか。 

児童相談所は、子どもの権利擁護を目的に、

子ども達の安全を守り、命を守り、子ども達

の精神的なダメージを救うための行政機関で

す。児童相談所は、児童福祉法等に定められ

た業務を適切に行っていくため、専門の職員

を配置するほか、地域の関係機関と連携し、

これまで以上に迅速、丁寧に対応します。 

２ 100 億円をかけて施設を作るより、

職員を育てるべきではないか。区の

8 名の新人職員は見習いを続けてい

るのか。 

子どもたち一人一人の権利を守るため、専門

の施設を整備するとともに専門性が高い職員

を育成します。現在、区は、専門研修のため

他自治体に職員を派遣しています。また、児

童相談所の勤務経験のある職員も採用してい

ます。 

３ 『青山児童相談所』で事件が起きた

時、区長が責任は取るのか。今の区

長がいなくなった時は、保志氏か有

賀氏が責任をとれるのか。 

区の施策の全責任は、港区長にあります。区

は組織として施策を行っていますので、現在

の担当者の交替があった際もその時の職員が

責任を持って対応します。 

４ 根本的に公務員に児童相談所の職

員が務まるのか 

国で定められた資格や経験などを持つ、専門

の職員を確保、育成していきます。 

５ 周辺は青山学院や大手企業等があ

るため、通学者や通勤者のために工

事中は警備員を適切に配置しても

らいたい。また、骨董通りに交通渋

滞が発生しないように最新の周辺

交通事情を把握し、適切な誘導をし

てもらいたい。 

設計計画段階で行った計画地前面道路の交通

量調査の結果を踏まえ、警備員を工事現場の

出入口前に常時 2 名、骨董通りから東京都道

413 号赤坂杉並線までの沿道の間にも適宜配

置し、誘導を行います。 

 

６ 杭工事は工法によっては近隣への

騒音の影響があるので、施工・機材

について細心の注意を払っていた

だきたい。 

本工事の杭工法は穴を掘削し、コンクリート

杭を挿入する工法で施工するため、杭を打ち

込む工法と比較すると騒音は大きくありませ

ん。重機も低騒音タイプを使用する予定です。 

７ 工事車両による道路への泥汚れが

原因で、商業施設に悪影響がないよ

うにしてほしい。 

工事現場のゲート前に洗浄要員を配置し、目

視により泥汚れが工事車両に付いてないか確

認してから退場します。万が一、汚れが工事

現場外に出た場合には速やかに道路の清掃を



行います。 

８ 現状の工事内容が記載されている

掲示板を設置してほしい。また、休

日及び時間外の作業については周

辺住民へ周知してほしい。 

掲示板にて週間の工事予定をお知らせしま

す。緊急時や交通渋滞によるコンクリート打

設時間の延長等、予定外の作業については事

前にお知らせすることはできませんが、イン

フラ工事や騒音・振動が少ない仕上げ及び外

構工事について休日及び時間外に作業を行う

場合は事前にお知らせします。 

９ 商業施設への配送・宅配業者に対し

て工事の事前周知が必要ではない

か。 

配送・宅配業者に対しては、警備員が使用し

ていないゲート前等へ誘導し、一時駐車スペ

ース等を利用するよう案内することを計画し

ています。今後、配送・宅配業者へ出向き相

談をします。 

１０ 今秋のラグビーワールドカップ、来

年の東京オリンピック等の大きな

イベントの開催時の工事運営につ

いて検討願いたい。 

オリンピック期間の工事運営に関しては区と

しても懸念していますが、国や東京都から具

体的な交通規制までは示されておりません。

今後、東京都から具体的な交通規制や情報が

提供されましたら、工事において調整を行っ

ていきます。 

１１ 計画地内に駐車場がないので工事

関係者が周辺のパーキングを利用

する可能性が高く、早朝からの話し

声は迷惑である。周辺パーキングを

利用する場合は、車外での禁煙・ア

イドリングの禁止を徹底してもら

いたい。 

原則、公共交通機関を推奨しますが、周辺の

パーキングを利用する可能性もあります。新

たに入場する作業員には入場前に違法な駐車

の禁止、アイドリングストップ、急発進・急

加速等の禁止、早朝からの話し声を控えるこ

とを周知し、毎日の朝礼・打合せでも重ねて

の周知を徹底します。また、喫煙に関しては

計画地内の指定場所以外での喫煙は禁止しま

す。 

１２ 資料８ページの４ 基礎・地中の工

事の項目に騒音及び振動を極力抑

制する記載があるが、これは基礎・

地中の工事のみ対応するという意

味か。 

騒音及び振動の極力抑制については、基礎・

地中の工事における騒音及び振動の発生が大

きいので、基礎・地中の工事の項目に記載し

ておりますが、全工事期間において対応しま

す。 

１３ 騒音・振動に関する具体的な対応基

準を説明してもらいたい。 

騒音・振動計を設置し、特定建設作業が一定

の時間に法律により定められた基準値を超え

ないように管理します。 

１４ 騒音・振動が基準値以下であれば、

われわれは我慢しなければならな

重機による特定の作業においては騒音・振動

が大きいことが予想出来るので、そのような



いのか。 作業は極力騒音・振動が発生しないようにし

ます。騒音・振動により不快に感じた場合は、

事務所に連絡いただければ対応いたします。 

１５ 騒音・振動に限らずクレームや相談

等に対してもきちんとした対応を

お願いしたい。 

承知しました。 

区としても対応します。 

 

１６ 資料８ページの６ 隣地建物への

安全管理の項目にメッシュシート

等による危険防止とあるが、騒音防

止のために防音シートを使用する

という考えはないのか。 

地上の躯体・内装工事の際、大きな騒音が発

生する可能性のある作業を行う場合は、適宜

防音シートの使用を検討します。 

 

１７ 工事時間が 8：00～18：00 は長いの

ではないか。9：00～17：00 が通常

ではないか。 

工事受注者として定められた工期での完成の

ために今回一般的な作業時間を設定しまし

た。皆様のご理解をお願いします。 

１８ 4ｍかつ一方通行の道路でこの規模

の工事は不可能ではないか。 

中型車を主体として搬出入を行い、歩行者の

安全に配慮します。 

１９ 当初の予定工事金額である約 31 億

から減額できたのか。 

入札の結果、建築・電気・機械工事の契約金

額の合計は約 23 億円です。 

２０ ダンプ・生コン車・搬出入車両の具

体的な大きさと道路幅員を教えて

ほしい。 

ダンプ・生コン車等は道路事情を考慮し、中

型車を主体に検討しています。中型車のサイ

ズは幅 2.3ｍ、長さ 7.5ｍ程度で、4ｔﾄﾗｯｸと

同程度です。この車両の大きさであれば前面

道路の路側帯をほぼはみ出さないことを確認

しています。 

２１ 電柱の移設が計画されているが停

電の予定はあるか。居住者や商業施

設への影響のないように進めても

らいたい。 

電柱の移設は東京電力と協議し、影響がない

ように工事を進めていきます。 

 

２２ 建物の美観について、長期に美観が

保たれる塗料を選定してほしい。 

設計段階では低汚染塗料を計画しています

が、今後、耐久性や耐候性を検討し、決定し

ていく予定です。 

２３ 現在の子ども家庭支援センターの

運営について、乳幼児中心の施設と

のイメージが強いが、小学生が対象

となる機会もあるのではないか。現

状経済的な支援等が必要な家庭が

増えていると言われている中で、

様々な環境にいる児童にも支援が

新たな施設は、妊娠期から児童の自立まで切

れ目のない総合的な支援をしていくことを目

指しています。また、子供が利用する内装材

については特に安全・安心に配慮した材料を

設計しております。設計段階では検討しきれ

ない細部に関しても、施工図・製作図の段階

で安全・安心に配慮しているか図面のチェッ



出来るような施設を検討していく

必要があるのではないか。また、子

どもが利用しやすい内装にしてほ

しい。 

クを行っていきます。 

２４ 子ども家庭総合支援センターを利

用する身体障害者に対する施設上

の配慮はどうなっているか。 

本施設に限らず港区の公共施設では高齢者や

障害者等に対するバリアフリー基準を満たし

て計画しています。当工事に関しても同様な

基準で工事を進めていく予定です。 

２５ 児童相談所の職員のわいせつ行為

による不祥事が発覚している。建物

よりそちらの方が重要ではないか。 

様々な場面での子ども達の権利擁護や職員の

倫理観への教育に関して、国などからも指摘

されており、重要な事と認識しています。区

としても、子どもたちの権利を守っていく事

が児童相談所の基本的な責務と心得ていま

す。 

２６ 青南小学校の通りでの工事車両に

よる左折による巻き込み事故が心

配である。 

安全を考慮し、青南小学校前の通りの交差点

は右折のみとしています。 

２７ 小学校生徒に対して工事について

の説明を行う必要があるのではな

いか。 

学校と相談し、進めていきたいと思います。 

 

２８ 工期の短縮は出来ないか検討して

もらいたい。 

工事を安全に完成させるために必要な工期で

あり、ご理解をお願いします。 

２９ 作業時間の短縮・土曜日の休業につ

いて検討してもらいたい。 

作業時間や土曜日の作業についても工期と同

様、現状では必要な作業時間や作業日となっ

ていますので、ご理解をお願いします。 

３０ ホームページで工事の進捗状況や

お知らせを載せてもらいたい。 

本日の資料についてはホームページに掲載す

る予定です。また、工事現場が一定の進捗状

況を迎えた際に現場の状況を公開するか検討

します。 

  


